
臨時国会終了。論点ずらしの連立合意。
いまこそ代議制を考えるとき。

12月17日　58日間の臨時国会が終わりました。
高市政権になって初めての国会審議。その間、公明党

の歴史的な連立離脱、そして維新の連立与党入り。すで
に石破政権時に与野党で合意がなされていたガソリン
減税は実現することができましたが、あれだけ裏金問題
の国民の批判をうけて、一年以上にわたり議論を積み上
げた政治資金の問題は、維新が連立入りすると同時に
放り出した結果、何の成果も得られないこととなりまし
た。論点をずらすために維新が連立合意の条件に持ち出
したのが、世論受けを狙った“年内の定数削減合意を目
指す”という一文でした。
単なる経費削減のための議員定数削減には、私は市
議時代から疑問を持っています。国会議員を45人割減
らして削減できる予算は34億円、一方で、例えば先日立
憲の後藤祐一議員が指摘したことですが、補正予算で
無駄に積まれた基金は、金利だけで年500億円を空費
します。一人でも多くの議員が目を光らせて、年間百兆
円の予算から、無駄を洗い出したり、現場で有効に使え
る制度に調整していくことこそ、議員に期待されている仕
事です。

政治資金に左右されない政治、政権交代可能な政治
という目標のために実現した小選挙区制。その検証も無
しに、なぜ減らした方が良いのかの根拠すらなく、単に民
意の「議会なんて無駄」という不信感や苛立ちだけを根
拠に提案されたのは、思いつきで一割削減、それも一年
間の議論で合意を得られない場合は、積み上げた議論
を無視して自動的に与党の言う通りにするという、代議
制を冒涜するような法案です。特に、今回の削減案では、
比例議席の削減割合が大きくなっていて、少数政党ほど
大きな打撃を受けます。赤旗による裏金の追及も、公明
党の地方議員に支えられたきめ細かい被災地支援提言
も、チームみらいのようなデジタルへの見識も失われた
国会が、今より豊かで効率的な政治でしょうか。
保守党の島田議員からは、高市総裁との電話で、「“吉
村さんが言ってる定数削減を本気でやるんですか？”と
聞いたら“いやいや、目指すというだけです。しかもあの法
案が掛けられる委員会の委員長は野党だから今年中に
通るはずありません。自民党の議員で今年中に通ると
思ってる人、一人もいませんよ”と。こういうことを言って
いた」との証言さえ出ています。世論受けを狙うポピュリ
ズムの芝居の中で、真面目な議員が積み上げてきた議論
がないがしろにされ、結局は、お金で動く政治が残され
る。国会をそんな場所にしてはいけません。
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